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第31回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール入選作品表彰式開催‥‥
第31回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール受賞者交流会‥‥‥‥‥
国際アパレルマシンショー（JIAM2012 OSAKA）出展募集中 ‥‥‥‥‥‥‥‥
統計‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

謹んで地震災害のお見舞いを申し上げます

　このたびの東北地方太平洋沖地震で犠牲になら
れた方々に哀悼の意を表するとともに、被災された
多くの方々に対して心よりお見舞い申し上げます。
　毎日の報道で甚大な被害状況を目の当たりにし
て、被災された方々のお気持ちを察すると心が痛

み、一日も早い復興をお祈りいたします。
　このような状況を踏まえて、被災された方々の
少しでも力になればと思い、当工業会としては会
員の方々のご支援を加え、総額500万円を平成23年
3月24日に日本赤十字社へ寄付させていただきました。

会報
2011年4月発行（季刊）社団法人 日本縫製機械工業会

　平成23年3月5日（土）航空会館（東京都港区新
橋）において、第31回ホームソーイング小・中・
高校生作品コンクール入選作品表彰式が受賞者、
当工業会関係者等約140名の出席のもと盛大に開催
されました。
　最初に当工業会の安井会長から、「今年度の第
31回作品コンクールは、昨年に比べ１割ほど多い

第31回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール入選作品表彰式開催
550校より4,000点近くものご応募をいただきまし
た。自らの手でミシンを使って縫いあげた作品か
らは、創作の喜び、創作の力、一人一人の思いが
伝わり、素晴らしい作品に感心しました。」と挨
拶があり、続いてご来賓の経済産業省製造産業局
産業機械課長藤木俊光様から、「日本の経済や産
業を支えてきたのはモノづくりで、若い皆さんが



モノづくりの心を身に付けているのは大変心強い
ことであり、これからの日本の産業、文化を担っ
ていくことを期待している。」、文部科学省初等
中等教育局参事官付教科調査官　望月昌代様から
は、「自分のアイデアを活かした作品作りに挑戦
し、モノづくりを通して人と人とのつながりも広
めてほしい。」と挨拶をいただきました。
　経済産業大臣賞は、藤木課長から最優秀賞の5名
に、また、文部科学大臣賞は望月調査官から小学
校、中学校、高等学校にホームソーイング振興最
優秀校として、賞状・賞品が授与されました。
　続いて安井会長から各賞への賞状、眞壁副会長
から、賞品の授与が行われました。
　審査の結果については、本コンクール審査委員
会の小嶺嘉代子審査委員から、「作品全体のレベ
ルは大変高く、子供たちのオンリーワンへの要望
や各自の思いを具体化しようとする気持ちが作品
を通じて伝わり、モノづくりが持つ意義を確認した。

また、ミシンの縫い模様を十
分に工夫して使いこなした素
晴らしい作品も見られた。」
と感想が述べられました。
　その後、受賞者を代表して、
千葉県立佐倉東高等学校の今
村亜里紗さんから、「作品が
完成した時の達成感は大きく、
また、自信を持つこともでき
た。卒業後は専門学校に進学
し、更に多くのことを学び、
作品作りを続けたい。」と挨
拶がありました。

　表彰式終了後、航空会館内の会場において受賞
者とその家族、学校関係者、来賓、報道関係者、
当工業会関係者等が参加し受賞者交流会が開催さ
れました。
　会場には、経済産業大臣賞5点、優秀賞22点、ア
イデア賞3点、全国ミシン商工業協同組合連合会技
術賞1点の入賞作品が展示されました。参加者は一
つ一つの作品の優れた出来栄え、確かな縫製技術
に驚きの声をあげたり、個性豊かでオリジナルティ

第31回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール受賞者交流会
に富んだ作品に感心したりなどして、改めて作品
の素晴らしさを実感していました。
　表彰式では緊張の面持ちが見られた受賞者の皆
さんでしたが、交流会場では飲物と軽食が用意さ
れ、友だちや家族と楽しく談笑するなど和やかな
雰囲気に包まれていました。また、作品の前で受
賞者が家族や当工業会の安井会長等といっしょに
記念写真を撮ったりするなど、明るく華やかな時
間を過ごしていました。

藤木俊光 産業機械課長

望月昌代 教科調査官

小嶺嘉代子 審査委員

2



国際アパレルマシンショー（ＪＩＡＭ2012 OSAKA）出展募集中
　当工業会が主催する国際アパレルマシンショー（JIAM 2012 OSAKA）
は、今回で10回目となります。2005年以来の日本開催となり、その開
催地を繊維の街・大阪に戻して、インテックス大阪で開催いたします。
本年3月から出展申込受付を開始しています。

●テ ー マ：クリエイティブ・リンケージ
　　　　　　－革新技術で人を豊かに快適に－
●会　　期：2012年9月19日（水）～22日（土）
●開場時間：10：00～17：00（最終日は16：00まで）
●会　　場：インテックス大阪

　JIAM2012の開催概要、出展要項等は、下記のホームページで
ご覧いただけます。

　http://www.jiam2012.com

【特徴】
　アパレル・繊維加工に関わる機器～素材～製品～情報がJIAM 2012に集結！未来志向のコンセプト
による展示構成で関連業界のニーズにお応えします。
●最先端革新技術と新製品情報
　アパレル・繊維加工産業の次代を切り拓く“革新技術情報”を“繊維の街・大阪”から世界に向けて
発信
●新規顧客開拓　商談直結の見本市
　世界の縫製工場であるアジアを中心とし、世界中から多くの業界関係者が来日
●繊維・ファッション関連業界とのリンケージ
“クリエイティブ・リンケージ”を通じて繊維・アパレル業界全体にビジネスチャンスを創出
●安全、安心、快適にも配慮
“人を豊かに快適に”する革新テクノロジーにも注目
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【早期申込割引制度をご活用下さい。  （早期申込割引は2011年9月30日まで）】
●小間タイプは、「通常小間」、「パッケージ小間」、「ブロック小間」で、通常申込小間料金よりも
　お得な割引料金を提供しています。

【通常申込期限】
　●2012年3月30日（金）まで

【お問い合わせ先】
（社）大阪国際見本市委員会・JIAMデスク　TEL： 06-6612-1666　E-mail：jiam2012@fair.or.jp 

編　集　後　記

　 　 　 　   会 報
Vol.8  No.1　2011年4月28日発行

社団法人  日本縫製機械工業会
発行責任者：榎本　陞
〒105-0003　東京都港区西新橋1-14-12　
TEL. 03-3597-0470　FAX. 03-3597-0477
URL  http://www.jasma.or.jp
Eメール　info@jasma.or.jp

　東日本大震災が起きて二ヶ月余りになろうとしています。
　TVで悲惨な被害状況や原発事故の心配が報じられる
のを見るたびに、本当に心が痛みますが、幸いにも被害
を免れた私たちこそ、優しさといたわりの手を差し伸べ
て、皆で力を合わせて生きるといったことが求められる
のではないかと、自分に言い聞かせています。被害に遭
われた方々には心よりお見舞い申し上げるとともに、被
災地が一日でも早く復旧して、日本がもっと元気になる
ことを祈ってやみません。　　　　　　　　 　（Ｉ．Ｔ．）
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本JASMA会報は、発行後、当工業会ホームページに掲載しております。

家庭用ミシン

前年比

工業用ミシン

前年比

合計

前年比

生　　産 販　　売 在　庫 輸　　出 輸　　入

数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額数　量

（単位：台、百万円、％）生産、販売、在庫、輸出入（平成22年1月～12月）

資料の出所／生産、販売、在庫：経済産業省生産動態統計　輸出、輸入：財務省通関統計

統　　計

 63,393 2,861 65,322 2,939 2,595 293,302 2,501 836,858 7,780

 105.5 110.5 79.3 98.1 93.5 118.2 127.9 100.8 99.6

 176,882 33,928 192,554 35,305 13,952 239,623 37,993 44,434 2,466

 178.2 173.0 176.7 166.1 86.7 163.4 194.7 121.8 131.5

 240,275 36,789 257,876 38,244 16,547 532,925 40,494 881,292 10,245

150.8  165.7 134.7 157.7 87.7 135.0 188.6 101.7 105.8

●各種イベントの開催
　業界で活躍する講師を招いてのシンポジウムやセミナーの開催
●特別展示コーナー
　日本の文化・技術などの情報を提供


